
○名取市第六次長期総合計画 地方創生総合戦略版の進捗状況について

【基本目標①】

（１）基本目標に対する数値目標
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（２）施策の基本的方向

（ア）　安定的で収益性の高い農業経営を実現するため、６次産業化及び集落営農・法人化の支援や新規就農者の育成・確保に取り組みます。
（イ）　漁業と水産加工業を含む地域水産業の一体的な振興に向け、特産品の開発支援やブランド化、水産物の付加価値向上に取り組みます。
（ウ）　産学金連携や異分野・業種間の企業連携を促進し、新たな商品・技術・サービス等の創出を支援するとともに、販路拡大や経営力の強化と人材育成に向けた支援の充実を 図ります。
（エ）　本市の地理的特性や産業基盤等の強みを生かすとともに、新たな産業基盤を整備し、立地企業に対する優遇施策の充実など立地優位性を確立し、企業誘致を推進します。
（オ）　オフィスの確保や資金面での支援、経営指導や情報提供等、本市での起業を支援します。
（カ）　労働力の確保に向けて、高齢者や女性等の活躍の場の創出や外国人労働者の活用促進、人材育成等に取り組みます。

（３）具体的な施策・施策ごとの進捗状況
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6

3-4-1
地域に密着した特色ある商業
の振興

○地域活性化のため地場産品の販売などに取
り組む事業者への支援を行います。

①
取組事業者数（人）

（現状値）　16人　→　（目標値）　18人
有

コロナ禍により実施できなかったイベントでもあっ
たが、２件のイベントにより事業者支援を行った。
引き続き支援を行う。

当初予定のイベントはイオンでの観光物産協
会の販売会であるが、10月30日に芋煮‐1グラ
ンプリ、1月22日にいろどり名取産直マーケット
新春増刊号を実施した。

商工観光課◎

5
3-3-4
水産物の高付加価値化

○新規魚種の漁獲支援を行うとともに、水産加
工団地への供給体制を整備することで、販路
拡大を図ります。

①
水産加工物の新商品開発件数（件）【累計】

（現状値）　17件　→　（目標値）　40件
無

今後も引き続き水産問題対策協議会を中心に研
修会や商品開発の取り組みを行う。

農林水産課◎

4
3-3-4
水産物の高付加価値化

○日本随一の食味を誇る赤貝の廉価流通の抑
制や出荷品質基準を検討し、ブランド力の更な
る向上を図ります。

①
閖上漁港水揚高（t）

（現状値）　182ｔ　→　（目標値）　220ｔ
無

令和2年はしらすの水揚高129トンあったが、令和
3年は漁場環境の変化により47トンに減少し、総
数量で減となった。赤貝については、重量分別機
導入による出荷等級規格の統一化等、品質維持
に努めてきた。今後も引き続きブランド化の向上
に取り組む。

農林水産課▲

農林水産課◎

3
3-1-3
安定的な農業経営の推進

○農業次世代人材投資事業等を活用し、自立
を目指す農業後継者や新規に農業経営を目指
す方の支援に取り組みます。

①
新たに認定された認定新規就農者数（人）【累計】

（現状値）　7人　→　（目標値）　14人
無

令和3年度中における新規事業活用者は、2人で
あり、今後、事業活用期間終了者への継続した支
援を図り、認定農業者への取り組みを強化する。

農林水産課◎

令和２年度 令和３年度

2
3-1-3
安定的な農業経営の推進

○地域の実情に合わせた集落営農組織や法
人化を促進し、強固な農業経営体と次代につな
ぐ生産体制の構築に向けた取り組みを支援し
ます。

①
農業法人（法人数）【累計】

（現状値）　10法人　→　（目標値）　11法人
無

経営の効率化を図るため、複数の認定農業者か
らなる組織化した法人や一戸一法人（家族経営
からの法人化）、新規に農業へ参入する法人が
今後も増加傾向にあるので、継続した支援に取り
組む。

稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする

R2年度
実績

R3年度
実績

目標値 達成状況

担当課
新型コロナの
影響の有無

令和３年度の取組内容及び今後の取組方針について
（新型コロナウイルスの影響がある場合）

指標とは異なる別の取組み状況等
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 　　（名取市企業立地促進条例に基づく指定企業許可件数）

(現状値：H29年度)　　(目標値：R6年度)

36,510人　→　37,670人
（国勢調査）
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1

3-1-1
生産性・付加価値の高い農業
の確立

○付加価値が高く競争力のある農業経営を実
現するため、農業の６次産業化を促進します。

①
６次産業化事業者数（人）【累計】

（現状値）　2人　→　（目標値）　3人
有

新型コロナウイルス感染症により６次化を促進す
る上での情報収集の場である研修や視察等の機
会が無かったが、今後は、新型コロナ感染症を注
視しながら取り組みを行う。

研修等を実施する主体は県等のため、別の取
組み等はできなかったが、窓口等で6次化の問
い合わせがあった際は県や農業公社の取り組
みを案内した。

農林水産課〇

(進捗率) (進捗率)

令和４年９月１２日

企画部政策企画課作成資料 -２

【R3末時点の指標達成状況】 ◎‥目標値達成 〇‥現状値以上 ▲‥現状値未満
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＜各項目の実績値の表記について＞

R3の欄に当該年度終了時点での実績値を記載。
※指標名が【累計】の場合…２段書きで記載

上段 ：当該年度までの延べ実績値（目標値が延べ実績値）

下段（）書き：当該年度（単年度）の実績値
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令和２年度 令和３年度
担当課

新型コロナの
影響の有無

令和３年度の取組内容及び今後の取組方針について
（新型コロナウイルスの影響がある場合）

指標とは異なる別の取組み状況等
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17
3-7-3
労働力の確保

○市内の教育機関が行う地元企業へのイン
ターンシップについて、企業の負担の軽減策を
検討しつつ、支援することで、学生の市内企業
への就業を促進します。

①
企業説明会の参加者数(人）

（現状値）　-人　→　（目標値）　100人
無

令和2年度は宮農高1年生を対象に企業説明会を
実施したが、令和3年度は福島県沖地震のため、
中止となった。令和4年度については、引続き関
係機関・自治体と連携し実施に向けて進めてい
く。

商工観光課〇

16
3-7-3
労働力の確保

○外国人労働者が働きやすい環境の整備や高
齢者、女性等の活躍の場の創出等により、労
働力の確保に努めます。

①
ママインターンシップ事業参加者の就業者数(人）

（現状値）　3人　→　（目標値）　12人
有

受講者１０名のうち再就職者は３名だった。残り７
名は希望職種に向けて自力で求職活動を継続し
たり、家庭の状況が整い次第活動を開始する。

コロナ禍により、家庭で育児や介護に携わる女
性達や職場体験受入企業側から感染拡大を憂
慮する声があり、各種講座をライブ配信（Zoom
使用）したり、講座後に企業PRタイムを設ける
等の取組を行った。
また、令和４年度の開催へ向けて、オンライン
受講枠の設置、復職支援コースの新設等、受
講者のニーズを考えて事業内容の一部見直し
を行った。

市民協働課〇

15
3-7-1
働きやすい雇用環境の整備

○市民が地域で安定して就業できるよう、関係機関
と連携し、勤労者福祉の充実や能力開発研修など
支援に取り組みます。
○ハローワークとの連携による「出張ハローワーク」
を開催し、求職者に対する企業説明会や個別相談
会を実施することで、市内企業への就業促進、非正
規雇用対策に取り組みます。

①
出張ハローワーク参加者数（人）

（現状値） 293人　→　（目標値） 350人
有

令和２年に引き続き、新型コロナウイルス感染症
拡大防止の観点により、参加者を事前申し込み
制としたことから、大幅な減となった。今後も新型
コロナウイルス感染拡大状況を注視し、ハロー
ワーク仙台や岩沼市と連携し実施体制を検討す
る。

新型コロナウイルス感染症の影響に配慮し、予
約制の取り組みとした。

商工観光課▲

14

3-6-4
起業支援の充実と起業人材
の育成

○学生の起業支援に向けた環境整備を検討し
ます。

①
インキュベーション施設数（件）

（現状値）　-件　→　（目標値）　1件
無

空き家を有効活用した起業支援を図るため、令和
３年度「空家等対策協議会」設立と共に「空家等
対策計画」を策定。
令和４年度は「空き家バンク」を創設し起業支援
に向けた環境整備を推進する。

なとりの魅力創生課〇

13

3-6-4
起業支援の充実と起業人材
の育成

○市内の空き店舗を活用したチャレンジショッ
プ事業を行うなど、創業・起業支援に取り組み
ます。

①
チャレンジショップ事業利用件数（件）　【累計】

（現状値）　1件　→　（目標値）　14件
無

令和3年度は空き店舗活用支援事業で2件・チャ
レンジショップ事業で0件の計2件実績があった。
今後も名取市商工会と連携し起業支援に取り組
む。

商工観光課◎

12

3-6-3
立地優位性の確保と優遇施
策の充実

○閖上東地区産業用地への企業誘致を推進し
ます。

①・③

産業用地（水産加工団地含む）の誘致面積
（ha）【累計】

（現状値） 3.5ha　→　（目標値） 19.8ha

無
これまでに10回の公募を実施し、計38社が閖上
東地区に進出決定となった。令和4年度も引き続
き当該地区の誘致を進める。

商工観光課〇

11

3-6-2
既存集積業種の集積化促進
と技術力の高い中小企業の誘
致

○既存集積業種の高度電子機械産業と食品製
造業、業務系の情報通信関連産業の誘致を促
進します。

①・③
対象企業の立地件数（件）【累計】

（現状値）　20件　→　（目標値）　25件
無

令和3年度は、対象企業2社の進出があった。
今後は閖上東産業用地と併せて、令和3年度から
設計段階に入っている愛島西部工業団地（第2
期）についても、担当の都市計画課と協力し、今
後も市内の産業振興及び雇用の創出に資する業
種の企業誘致を進める。

商工観光課◎

10

3-6-1
工業・流通業務系の企業誘致
拠点・産業基盤の整備

○中小企業のニーズに対応するため、区画の
整備等新たな工業基盤を整備します。

①・③
新規工業用地整備面積（ha）【累計】

（現状値）　-ha　→　（目標値）　5.5ha
無

飯野坂東部地区については令和3年4月に組合設
立、R3年10月に工事着工。

都市計画課〇

9
3-4-3
産学金連携等による支援

○産学金の連携等による各種共同研究や本市
の特色を生かした特産品の開発を支援します。

①

産学官連携による新商品の開発件数（件）
【累計】

（現状値）　7件　→　（目標値）　14件

無
商品開発の実績はなし。今後も、制度活用に繋
げるべく教育機関及び企業への呼びかけや産学
のマッチングも検討する。

商工観光課〇

8
3-4-3
産学金連携等による支援

○新たに海外輸出に向けた挑戦を行う事業者
の取り組みを支援することで、海外市場におけ
る販路開拓を支援します。

①
海外輸出に取組む新規事業者数（人）【累計】

（現状値）　-人　→　（目標値）　3人
有

令和3年度は新型コロナウイルス感染症の感染
拡大で経済活動が停滞したことにより海外輸出を
目指す事業者がいなかった。今後は名取市商工
会と連携し事業者の掘り起こしと情報の周知に取
り組む。

国内の取り組みだけでは限界があり、代替事
業は困難だった。

商工観光課〇

7
3-4-2
経営力の強化と人材育成

○商業団体が取り組む地域の活性化や賑わい
づくりに向けた活動を支援します。

①・②
商店街イベント開催件数（件）

（現状値）　5件　→　（目標値）　8件
有

令和3年度は新型コロナウイルス感染症の感染
拡大により商店街イベントの一部が中止となっ
た。今後は感染状況を注視しながら名取市商工
会と連携して開催に向けて取り組む。

商店街イベントとして増田地区オータムフェス
ティバルを実施した。

商工観光課▲
(進捗率)(進捗率)

(進捗率)(進捗率)

(進捗率)(進捗率)

(進捗率)(進捗率)

(進捗率)(進捗率)

(進捗率)(進捗率)

(進捗率)(進捗率)

(進捗率)(進捗率)

(進捗率)(進捗率)

(進捗率)(進捗率)

(進捗率)(進捗率)
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【基本目標②】

（１）基本目標に対する数値目標

324
　　　　（人）

368
(44)

        （人）

2,870
　　　　（人）

11.3% 12.8%

1,165,700
　　　　（人）

1,278,999
　　　　（人）

1,320,000
　　　　（人）

68.3% 91.6%

（２）施策の基本的方向

（ア）　地域特性を生かした観光資源の活用・造成により、国内外からの観光誘客に取り組みます。
（イ) 　移住・定住を促進するため、土地の高度利用や空き地の活用、住宅団地の活性化を図り、魅力と利便性を備えた居住空間の創出を図ります。

（ウ）　なとりブランドの育成やなとり百選の後継となる取り組みなど、本市の魅力が伝わり、広がる好循環を生む仕掛けづくりを推進します。

（エ）　交流人口・関係人口の拡大を図り、本市に住み続けたい、市に愛着と誇りを持つ市民を増やし
ます。


（３）具体的な施策・施策ごとの進捗状況
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116

人

237
人

7.7% 15.8%

10

件

9
件

333.3% 300.0%

令和３年度の取組内容及び今後の取組方針について
（新型コロナウイルスの影響がある場合）

指標とは異なる別の取組み状況等
令和２年度

〇

〇

進捗状況
（KPIに対する実績値）

令和３年度

◎

都市計画課

愛島台の地区計画変更のため令和2年度は10回
程度、令和３年度は9回程度、自治会、地権者と協
議を重ねてきた。令和3年度に都市計画の提案制
度により地権者及び自治会から提出がなされ、愛
島台の地区計画の変更を行った。

◎
5-4-3
移住・定住を促進する
ための居住地の確保

○地区計画の見直しなど、郊外型住宅団地の活性
化を図るための施策について市民との協働により
検討します。

①
住民との勉強会等の件数（件）

（現状値）　-件　→　（目標値）　3件
無24

令和２年度は新型コロナウィルス感染症の感染拡
大防止のため開催中止となったが、令和３年度も
同様に中止となった。震災後初の閖上開催に向け
て準備を進めてきたが、令和４年度の閖上開催に
向けて引き続き準備する。

市外からの観光誘客を目的としたサイクルスタンプ
ラリーやゆりあげ船まつりを実施した。

商工観光課

23
3-5-5
広域観光の推進

○周辺地域との広域連携により、観光誘客の仕掛
けづくりやＰＲ、海外からの誘客等に取り組みます。

②
外国人宿泊者数(人）

（現状値）　-人　→　（目標値）　1,500人
有

新型コロナウィルス感染症の影響により全国的に
外国人旅行者が大きく減少したことから宿泊者も大
幅に減少した。今後はアフターコロナを見据え、観
光誘客に取り組む。

世界的なワクチン接種の進行に伴う渡航数の回復
を見越して商品造成等の施策推進を検討した。

商工観光課

3-5-2
観光資源の活用・造成

○市民や企業が主体となって実施する市外からの
観光誘客を目的としたイベントを支援します。

②
なとり夏まつりの入込客数(人）

（現状値） 20,000人　→　（目標値） 35,000人
有22 ▲

〇

名取市とのつながりを築き、新しいひとの流れをつくる

R2年度
実績

R3年度
実績

目標値 達成状況

担当課施策名 具体的な施策
数値目標

項目
重要業績評価指標（KPI）

現状値：H29年度／目標値：令和6年度

　①　令和2年から令和6年までの5年間で、累計2,870人の社会増を目指します。【累計】

　 ②　観光客入込数
(現状値：H29年度)　   　(目標値：R6年度)

833,556人　→  1,320,000人

達成状況
新型コロナの
影響の有無

商工観光課

19

3-5-1
地域特性を生かした
観光の仕掛けづくり

○かわまちてらす閖上など名取川エリアの新たな
観光資源の醸成に努めます。

②

かわまちてらす閖上・ゆりあげ港朝市来客者数
(人）

(現状値)386,500人 → (目標値)760,000人

有

屋外がメインの観光地であることから、新型コロナ
ウィルス感染症の影響が少なく順調に推移した。今
後は舟運事業など、両地点の連携に向けた施策を
推進する。
（かわまちてらす閖上444,119人　ゆりあげ港朝市
308,500人）

HPや各種ＳＮＳ等で来客者数増加を目的とした魅
力発信を行った。

商工観光課

○市内観光拠点の周遊を促す取り組みを行いま
す。

②
着地型ツアーの開催（件/年）

（現状値）　-件/年　→　（目標値）　5件/年
無

観光物産協会や仙台ターミナルビル東北が実施す
るツアーに参画。

18

3-5-1
地域特性を生かした
観光の仕掛けづくり

②
サイクルスポーツセンターの利用者数(人）

（現状値）　-人　→　（目標値）　30,000人
有

NO.

無

新航路を活用したイベント「ゆりあげ船まつり」実施
（3日間531人）。
今後は、新航路の定期就航やイベント貸切による
利用者数の増加を目指し、事業者と連携する。

商工観光課20
3-5-2
観光資源の活用・造成

○閖上地区と仙台空港を結ぶ舟運事業を促進しま
す。

②
貞山運河舟運事業の利用者数(人）

（現状値）　-人　→　（目標値）　1,500人

屋外施設利用について、新型コロナウィルス感染
症の影響が少なく順調に推移した。通年運営により
初年度より人数は増えている。引き続き宿泊の利
用についても促進し、市外・県外からの誘客を促進
する。

HPや各種ＳＮＳ等で来客者数増加を目的とした魅
力発信を行った。

商工観光課21
3-5-2
観光資源の活用・造成

○サイクルスポーツセンターや名取トレイルセン
ターを拠点に自転車やトレッキング、カヌー等によ
る、人力で楽しむ観光を推進します。

〇

◎

◎

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

＜各項目の実績値の表記について＞

R3の欄に当該年度終了時点での実績値を記載。
※指標名が【累計】の場合…２段書きで記載

上段 ：当該年度までの延べ実績値（目標値が延べ実績値）

下段（）書き：当該年度（単年度）の実績値

【R3末時点の指標達成状況】 ◎‥目標値達成 〇‥現状値以上 ▲‥現状値未満
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令和３年度の取組内容及び今後の取組方針について
（新型コロナウイルスの影響がある場合）

指標とは異なる別の取組み状況等
令和２年度

進捗状況
（KPIに対する実績値）

令和３年度
担当課施策名 具体的な施策

数値目標
項目

重要業績評価指標（KPI）
現状値：H29年度／目標値：令和6年度

達成状況
新型コロナの
影響の有無

NO.

0
（0）

戸

0
（0）

戸

0.0% 0.0%

1
（0）

件

1
（0）

件

0.0% 0.0%

1
（1）

件ｊ

1
（0）

件ｊ

33.3% 33.3%

36,902

件

36,594
件

139.2% 137.4%

0
（0）

件

0
（0）

件

- -

- -

- -

-
委員会

2回開催

- -

商工観光課

令和３年度において奨学金返還支援制度について
調査・研究を行ってきた。令和４年度においても若
者の定住促進に繋がる施策を検討する。なお、奨
学金返還支援制度以外での学生への支援につい
ても検討し、結果的に若者の当市への定住が図ら
れる支援策を総合的に検討する。

なとりの魅力創生課

31
6-1-5
なとりの魅力の発信

○市内の魅力を再発見するため、市民との協働に
より、なとり百選の後継となる地域資源の再発掘事
業を進めます。

①・②
なとり百選の後継となる取り組みの実施

（現状値）　-件　→　（目標値）　策定
無

令和３年度、編集委員会を２回実施。令和４年度は
冊子発行に向け引き続き編集委員会を中心に事業
を進める。

なとりの魅力創生課

6-1-4
移住支援の充実 ○奨学金を活用した若者の定住を促進します。 ①

奨学金返還支援制度の導入

（現状値）　-件　→　（目標値）　導入
無30 －

〇

なとりの魅力創生課

寄附者等へのアプローチに係る施策の検討を行っ
た。他自治体で開催した、複数回ふるさと納税した
人などを対象とするイベントを参考として、ふるさと
納税してくれた方と繋がりづくりの取組を、引き続き
関係各課で検討する。

財政課

29
6-1-4
移住支援の充実

○移住支援金支給事業の実施等により、移住交流
を促進します。

①
移住支援金支給世帯数（件）【累計】

（現状値）　-件　→　（目標値）　5件
無

令和３年度は移住支援金利用促進について調査
研究を行った。
令和４年度においては移住支援金の対象範囲の拡
大を図るため現在、宮城県と協議中。今年度中の
改正を目指し支援金の利用促進に繋げる。

なとりの魅力創生課

6-1-3
交流人口・関係人口の
拡大

○ふるさと納税の寄附者等に対し、定期的な情報
提供などつながりを持つことができる仕掛けづくりを
検討します。

①・②
ふるさと納税寄附件数（件）

(現状値) 12,389件　→　(目標値) 30,000件
無28 ◎

－

6-1-1
なとりブランドの振興

○観光資源や地場産品が、なとりブランドとして全
国的に評価されるものとなるよう、育成、ＰＲ、支援
に取り組みます。

②
なとりブランド商品の開発件数（件）【累計】

（現状値）　1件　→　（目標値）　2件
無26

〇27

6-1-2
地域情報発信力の強
化

○テレビ、雑誌、ウェブサイト、ＳＮＳなどのほか、新
たな手段も取り入れながら効果的なプロモーション・
情報発信を行います。

①・②

効果的な情報発信ツールの令和２年度以降の導
入件数（件）【累計】

（現状値）　-件　→　（目標値）　3件

無

令和2年度から「ためまっぷなとり」の運用を開始。
市内イベント情報や子育て情報について掲載して
いる。令和3年度は令和2年度に導入した「ためまっ
ぷ」を継続的に運用し、イベント情報ツールのひと
つとして有効的な活用ができた。令和4年度におい
ては、魅力発信に特化したSNSの導入を行う。

〇

〇
令和３年度は市内の魅力ある生産物の情報収集を
行った。引き続き情報収集を行うとともに、委託事
業の中で特産品の発掘や磨き上げを進める。

25
5-4-4
空き家対策の推進

○空き地、空き店舗、空き家の利活用を促進しま
す。

①
空き家の利活用数（戸）【累計】

（現状値）　-戸　→　（目標値）　5戸
無

令和３年度「空家等対策協議会」設立と共に「空家
等対策計画」を策定。
令和４年度は空き家の活用を促進するための補助
事業を新設。その他「空き家バンク」を創設し空き
家の有効活用を推進する。

なとりの魅力創生課

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率) (進捗率)

(進捗率) (進捗率)

(進捗率) (進捗率)
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【基本目標③】

（１）基本目標に対する数値目標

563
　　　　（人）

610
　　　　（人）

725
　　（人）

-2214.3% -1542.9%

24
　　　　（人）

9
　　　　（人）

0
　　　（人）

44.2% 79.1%

-4.6% -24.4%

（２）施策の基本的方向

（ア）　妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない相談支援の充実を図り、養育のための知識普及や育児不安の解消に努めます。

（イ) 　仕事と子育ての両立を支援するため、保育ニーズの拡大に対応する提供体制の確保に努めるとともに、質の高い多様な保育サービスの充実に努めます。

（ウ）　地域における多様な体験・交流活動や安心して過ごすことができる居場所づくりを推進するとともに、地域ぐるみで子育て家庭を支えるしくみの充実を図ります。

（エ）　結婚を希望する方に対し、出会いの機会の創出と結婚相談に取り組みます。


（３）具体的な施策・施策ごとの進捗状況

64

人

71

人

283.3% 400.0%

1,594

人

1,594
人

97.1% 97.1%

4
（0）

施
設

3
（△1） 施

設

0.0% -100.0%

310

件

370
件

-87.1% -48.4%

- 実施

- 100%

無

一時預かりを実施していた施設のうち高舘あおぞら
保育園において、職員数の不足により令和元年度に
ついては事業休止となったことから1施設減となっ
た。なお、令和2年度から高舘あおぞら保育園は事業
再開しているが、令和3年度より愛の杜めぐみ保育園
が事業休止となっている。

無

令和3年度は新型コロナウイルス感染症が心配との
理由でホームヘルパー派遣を諦める産婦は少なかっ
た。今後も支援が必要な産婦に、必要な時期に導入
できるよう努める。また、令和4年度より多胎児につ
いては派遣日数を30日以内に増やして実施する。

無

達成状況

◎

〇

▲

▲

NO.

33

32
2-1-5
母子保健事業の充実

○特定不妊治療費助成事業（男性不妊も含む）
の周知強化に努めます。

①・③
不妊治療費助成数(人）

（現状値）　47人　→　（目標値）　53人

34

令和２年度

進捗状況
（KPIに対する実績値）

令和３年度

新型コロナの
影響の有無

令和３年度の取組内容及び今後の取組方針について
（新型コロナウイルスの影響がある場合）

指標とは異なる別の取組み状況等

◎

こども支援課事務室が庁舎北側に移転後（R3.11）
に、子ども家庭総合支援拠点事業を開始した。児童
家庭相談システムを構築し、令和４年２月からシステ
ムを利用し、相談業務の効率化を図っている。令和４
年度より関係機関との連携を深め情報共有する拠点
事業連絡会議を四半期に１回行っている。

担当課

こども支援課

こども支援課

保健センター35

36

2-4-2
相談支援体制の充実

○産後うつ等の予防のため、産婦に対する支援
の充実を図ります。

①・③

育児ヘルプサービス事業によるホームヘルパー派
遣件数（件）

（現状値）　445件　→　（目標値）　600件

達成状況
R2年度
実績

施策名 具体的な施策 数値目標項目
重要業績評価指標（KPI）

現状値：H29年度／目標値：令和6年度

12,074
　　　（人）

11,861
　　　（人）

13,200
　　　（人）

　 　①　出生者数

　　②　待機児童数

　　③　年少人口（15 歳未満）

(現状値：H29年度)　　　　　(目標値：R6年度)

718 人　　→　　725 人

(現状値：H29年度)　　　　　(目標値：R6年度)

43 人　　→　　0 人

(現状値：H29年度)　　　　　(目標値：R6年度)

12,124 人　　→　　13,200 人

▲

2-4-1
保育サービスの充実

○短時間就労などの様々な就労形態や生活状
況に対応できる保育サービスの充実を図りま
す。

2-4-2
相談支援体制の充実

○子ども家庭総合支援拠点の整備や子育て
コーディネーターの活用等により、子どもやその
家庭、育児に不安や困難を抱える保護者等を把
握し、適切な支援につなげます。

①・③
子ども家庭総合支援拠点事業の実施

（現状値）　-　→　（目標値）　実施

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

R3年度
実績

目標値

①・③
一時預かり実施施設数（施設）【累計】

（現状値）　4施設　→　（目標値）　5施設

〇

▲

無

令和3年1月1日以降治療終了分より、助成回数を1
子ごと6回まで（40歳以上43歳未満は3回）となり、助
成できる機会が増えた。令和4年4月1日から、有効
性・安全性等の確認されたものについては保険診療
になる。保険適用の円滑な移行に向け、特定不妊治
療期間の初日が令和4年3月31日以前であり、令和4
年4月1日から令和5年3月31日までの間に治療を終
了した場合については、助成回数1回を上限として助
成するため、今後も必要とする人に情報が行き渡る
よう周知に努める。

保健センター

無

美田園わかば幼稚園がR4.4.1から閖上わかばこども
園（幼保連携型認定こども園）に移行することとなり、
令和4年度には定数が33名増の1,627名となる。
未就学児童数、申込者数、待機児童数等の推移踏
まえ、追加の対策の必要性を検討する。

こども支援課
2-4-1
保育サービスの充実

○保育ニーズの把握に努め、定員拡大等による
待機児童の解消と保育内容の充実に努めます。

②
認可保育施設の定員数(人）

（現状値）　915人　→　（目標値）　1,614人

(下段は進捗率) (下段は進捗率)(下段は進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

＜各項目の実績値の表記について＞

R3の欄に当該年度終了時点での実績値を記載。
※指標名が【累計】の場合…２段書きで記載

上段 ：当該年度までの延べ実績値（目標値が延べ実績値）

下段（）書き：当該年度（単年度）の実績値

【R3末時点の指標達成状況】 ◎‥目標値達成 〇‥現状値以上 ▲‥現状値未満

(進捗率) (進捗率)

(進捗率) (進捗率)

(進捗率) (進捗率)

(進捗率) (進捗率)

(進捗率) (進捗率)
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達成状況NO.
令和２年度

進捗状況
（KPIに対する実績値）

令和３年度

新型コロナの
影響の有無

令和３年度の取組内容及び今後の取組方針について
（新型コロナウイルスの影響がある場合）

指標とは異なる別の取組み状況等
担当課施策名 具体的な施策 数値目標項目

重要業績評価指標（KPI）
現状値：H29年度／目標値：令和6年度

120,576

件

120,761
件

849.6% 852.5%

20,955

人

21,105
人

66.4% 71.3%

230,661

人

207,304

人

-60.8% -101.0%

0

人

0
人

0.0% 0.0%

952

人

1,006
人

60.2% 80.7%

0

人

0
人

-1566.7% -1566.7%

有

令和3年度も新型コロナウイルス感染症の影響によ
り中学校からの依頼はなく、受入実績はなかった。
令和4年度は感染症対策に留意して受入可能な環境
を整えて行くよう努める。

依頼があったときを想定して、感染症対策を講じた
受入体制などに努めた。

こども支援課
2-4-6
次代の親の育成支援

○保育所、幼稚園、児童センターなどにおいて、
中高生が乳幼児や小学生とふれあう機会を拡
充します。

③

保育所で職場体験の受入をした中学生の人数
(人）

（現状値）　150人　→　（目標値）　150人

有

③
放課後児童クラブ登録人数(人）

（現状値）　793人　→　（目標値）　1,057人
有

令和2年度の登録人数952人と比較すると54人の増
となっている。放課後児童クラブは利用ニーズが増
えており、安全に過ごせる場所の確保として、利用者
の安全と安心を確保するため施設の修繕や改修等
に努めている。

通常利用やイベント開催時における新型コロナウ
イルス感染症対策の徹底を行いながら、利用者が
楽しめよう努めている。

こども支援課

令和３年度においてもコロナ禍の影響により開催を
見送っている。
令和４年度においては感染症の状況及び社会情勢
を考慮しつつ主催者と今後の方向性について検討す
る。

婚活イベントについては、民間事業者が主催して
いるケースが多いため、コロナ禍での取組みやア
フターコロナを見据えた取組みなどを注視してい
る。

なとりの魅力創生課▲

▲

〇

6-1-5
なとりの魅力の発信

○結婚を希望する方々に対し、出会いの機会の
創出を図るとともに、結婚についての悩みに対
する相談に取り組みます。

①・③

令和2年度の施設利用者数20,955人と比較すると150
人の増となっている。通常利用は回復しつつあるが、
新型コロナウイルス感染症対策を講じてのイベント開
催を企画しても、多数が参加するイベントは敬遠され
る傾向にある。

通常利用やイベント開催時における新型コロナウ
イルス感染症対策の徹底を行いながら、利用者が
楽しめよう努めている。

こども支援課

39

2-4-5
子どもの居場所の充
実

○子どもたちが安心して健全に遊んだり、世代を
超えて交流できる場所の充実に努めます。

③
児童センターの施設利用者数(人）

(現状値) 265,940人 →  (目標値) 324,000人
有

令和2年度の施設利用者数230,661人と比較すると
23,357人の減となっている。主な要因としては、新型
コロナウイルス感染症の影響で令和3年4月～5月・8
月～9月・3月の自由来館利用制限を行ったこと、及
び行事（イベント）の開催が減少したことによるもので
ある。

通常利用やイベント開催時における新型コロナウ
イルス感染症対策の徹底を行いながら、利用者が
楽しめよう努めている。

こども支援課

2-4-4
地域ぐるみの子育て
支援の推進

○子育て家庭同士が交流したり、情報交換でき
る場の充実やサークル活動の活性化を図りま
す。

①・③
子育て支援拠点の利用者数(人）

（現状値） 18,921人 → （目標値） 21,985人
有38 〇

▲

こども支援課37

2-4-3
子育て支援情報の発
信

無

令和2年度のアクセス数120,576件と比較すると185
件の増となっている。市民ニーズに合わせた情報の
鮮度・情報の見やすさなど、より充実した内容となる
よう努める。

◎

41

2-5-3
地域における居場所
づくり

○就労などで放課後等に保護者が不在となる家
庭の子どもや、困難や生きづらさを抱えている子
どもたちが、安心して自分らしく過ごすことができ
る居場所の充実を図ります。

○イベント開催や子育て情報専用サイト等、
様々な機会や媒体を通じて子育て支援にかかる
わかりすい情報発信の強化に努めます。

①・③
「e-なとりっこ」アクセス数（件）

（現状値） 65,520件　→　（目標値） 72,000件

婚活イベント参加者数(人）

（現状値）　188人　→　（目標値）　200人

40

42

(進捗率) (進捗率)

(進捗率) (進捗率)

(進捗率) (進捗率)

(進捗率) (進捗率)

(進捗率)

(進捗率) (進捗率)

(進捗率)
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【基本目標④】

（１）基本目標に対する数値目標

-
　　　　（%）

-
　　　　（%）

84.1
　　（%）

－ －

-
　　　　（%）

-
　　　　（%）

31.9
　　　（%）

－ －

（２）施策の基本的方向
（ア）　市民一人ひとりが様々な災害・危機を想定しつつ、それぞれの置かれた状況に応じて対策・準備を行うための支援を行います。
（イ) 　関係機関や近隣市町と連携し、医療体制の確保及び救急医療体制の強化に努めます。
（ウ）　生涯にわたって主体的な学習活動を支援するため、市民ニーズに応じた学習機会の充実を図るとともに、学習成果を発表する場の充実や学習で得た知識・技術を

        地域に還元する場の創出に努めます。

（エ）　市民が安全に安心してスポーツができる施設・設備の計画的な整備と、指導者の確保に努めます。

（オ）　市民が自然に触れることのできる場の整備や機会の充実を図るとともに、環境教育やレクリエーション活動等への活用を図ります。

（カ）　安全な道路環境の維持管理と利便性の高い幹線道路の整備、仙台空港周辺の土地利用を促進するとともに、ニーズに対応した公共交通体系の構築に努めます。

(キ）　多様な主体がまちづくりの方向性や地域課題を共有するため、様々な機会や媒体を通じてわ
かりやすい形で情報発信するとともに、市民の意見をまちづくりに反映

　　　　するための機会の充実を図ります。

（３）具体的な施策・施策ごとの進捗状況

79.1

%

80.3

%

18.3% 38.3%

5,441
(183)

台

5,603
（164）

台

53.5% 65.1%

9

分

9.2

分

-100.0% -150.0%

52
施
設

55
（3） 施

設

100.0% 400.0%

82

回

162
回

-168.2% 13.6%

260,707

人

344,562
人

-664.8% -307.1%

◎

〇

▲48

4-5-2
スポーツ施設の整備
充実

○屋内・屋外体育施設の整備を図り、市民に
とって利用しやすい施設環境の維持に努めま
す。

①
体育施設利用者数(人）

（現状値）416,557人→（目標値）440,000人
有

令和３年度の利用者数は増加しているものの、内
100,316人は市民体育館でのワクチン接種での利用
者数であり、実質的な利用者数は減少している。今後
も、感染防止対策を行いながら、利用者増を目指す。

社会体育登録団体に対し、体育施設の利用勧奨に
関する通知を発出し、利用者数の増加に努めた。

文化・スポーツ課

45
1-3-2
救急救助体制の充実

○救急救命士の養成等により増強を図るととも
に、救急隊員教育を充実させ、救急隊員の資
質・技術と救命率の向上に努めます。

①
救急隊の現場到着までの平均時間（分）

（現状値）　8.6分　→　（目標値）　8.2分

有

令和2年度、実施回数が大幅に減少したことを受け、
令和3年度、初となるマナビィ講師派遣事業を紹介す
るカラー冊子、「マナビィガイドブック」を作成し、公共
施設の他、町内会等にも広く周知し啓蒙に努めた。

新型コロナウイルス感染症の影響により減少した
実施回数を増やすため、「マナビィガイドブック」を
作成し、各種団体等に幅広くPRを実施した。

生涯学習課47

4-4-3
学びの成果を生かす
仕組みの確立

○地域学校協働活動やマナビィ講師派遣事業
等、市民が学習した成果を発表する場の提供を
支援します。

①
マナビィ市民講師の派遣回数（回）

（現状値）　156回　→　（目標値）　200回

46
2-2-1
地域医療体制の強化

○県、関係機関と連携し、医療従事者の確保に
向けた取り組みを促進します。

①
市内医療施設（病院・診療所）数（施設）【累計】

（現状値） 51施設　→　（目標値） 52施設
無

耳鼻咽喉科・整形外科・皮膚科の医療機関が開院。
今後も関係機関と情報共有に努める。

保健センター

▲

ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる

R2年度
実績

R3年度
実績

目標値 達成状況

具体的な施策 数値目標項目
重要業績評価指標（KPI）

現状値：H29年度／目標値：令和6年度

　①　名取市に住み続けたいと思う市民の割合

　②　美しい景観づくりに関する市民の満足度

(現状値：H29年度)　  　　(目標値：R6年度)

79.1％     →    84.1％

(現状値：H29年度)　  　　(目標値：R6年度)

26.9％    →    31.9％

―

―

有

コロナ禍における感染防止の徹底及びコロナ感染者
の搬送が増加したため、現場到着までの平均時間が
増加したと考えられる。
今後については出動までの時間を検証し、運転技術
の研鑽等の訓練を行うことで、現場到着時間の短縮
を図る。

新型コロナウイルス感染症の患者（疑い含む）の救
急搬送（移送）業務において、消防隊員の感染予防
対策は必須であることから、救急業務用感染防止
衣を導入。（令和2年度：76着 令和3年度75着）
また、感染者搬送以外でのマスクの使用において、
清掃、乾燥による資機材不足の事態が回避できる
よう、感染者専用の人工呼吸用膨張式マスクを救
急車に配備。（令和3年度：4個）

消防本部

新型コロナの
影響の有無

令和３年度の取組内容及び今後の取組方針について
（新型コロナウイルスの影響がある場合）

指標とは異なる別の取組み状況等
達成状況

令和２年度

進捗状況
（KPIに対する実績値）

令和３年度
担当課

無

前年度から継続支援していた地区について、確実な
設立につなげた。
今後は、新たな未組織化地区への声掛けを行い、組
織率向上につなげる。

防災安全課〇

NO. 施策名

44
1-1-3
避難支援体制の強化

○市民に的確な災害情報を迅速に伝え、災害の
被害拡大を防止するため、Ｊアラート及びＪア
ラート連動システム並びに防災行政無線の整
備、防災ラジオの普及、コミュニティFMの活用
等、情報提供環境の整備を推進します。

①
防災ラジオ普及台数（台）【累計】

（現状値）4,695台　→　（目標値）6,090台

43
1-1-2
自主防災組織の強化

○地域防災の要となる自主防災組織の組織化
を支援するとともに、自主防災組織の防災訓練
への参加等により、組織力の維持・強化を促進
します。

①
自主防災組織組織率（％）

（現状値）　78％　→　（目標値）　84％

〇 無

令和３年度においても市HP、市広報への記事の掲載
等により、より幅広く配布周知を行った。
今後も継続して配布周知に努め、防災ラジオの普及
促進を図る。

防災安全課

(下段は進捗率) (下段は進捗率)

(進捗率)

＜各項目の実績値の表記について＞

R3の欄に当該年度終了時点での実績値を記載。
※指標名が【累計】の場合…２段書きで記載

上段 ：当該年度までの延べ実績値（目標値が延べ実績値）

下段（）書き：当該年度（単年度）の実績値

【R3末時点指標達成状況】 ◎‥目標値達成 〇‥現状値以上 ▲‥現状値未満

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)
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具体的な施策 数値目標項目
重要業績評価指標（KPI）

現状値：H29年度／目標値：令和6年度
新型コロナの
影響の有無

令和３年度の取組内容及び今後の取組方針について
（新型コロナウイルスの影響がある場合）

指標とは異なる別の取組み状況等
達成状況

令和２年度

進捗状況
（KPIに対する実績値）

令和３年度
担当課NO. 施策名

未整備

【直登ルート】

整備着手
(工事期間延長に
よりR4に繰越)

－ －

82.02

%

83.30
%

24.3% 54.8%

4,361
（71）

ｍ

4,410
（49）

ｍ

59.7% 64.9%

376,816

人

405,127

人

-26.0% 3.6%

着手済み 策定中

－ －

1
（0）

件

1
（0）

件

50.0% 50.0%

0

件

2
件

－ 200.0%

11 10

84.6% 76.9%

113
（2） 団

体

112
(△1) 団

体

142.9% 128.6%

〇

―

〇

〇

〇

無
10団体の提案に対し、採択されたのは10団体だった。
今後も事業の周知を行い、より多くのこどもたちがま
ちづくりの楽しさ、大切さを学べるよう努める。

市民協働課

商工観光課

なとりの魅力創生課

有

令和３年度はまん延防止等重点措置の解除やワクチ
ン接種の拡大により、令和２年度よりは利用者数が回
復したものの、令和元年度の水準までは回復していな
い。

6-2-3
市民活動の促進

○「名取市市民活動促進指針」にもとづき自主
的かつ積極的な市民活動を促進します。

①
市民活動団体数（団体）【累計】

（現状値） 103団体 → （目標値） 110団体
無

令和３年度の新規団体登録は４団体（任意団体４）と
なっている。登録解除団体は５団体（任意団体４、
NPO法人１）のため、前年度と比較して１団体の減。

市民協働課

57
6-2-1
協働の意識づくり

○「自分たちのまちは自分たちでつくる」を主眼
とし、将来を担う小中高生が提案、実施する自主
的な活動を支援するこどもファンド事業を通し
て、多くの子ども達がまちづくり活動に携わるこ
とで、まちづくりの楽しさ、大切さを学び将来の活
動へつなげていきます。

①
こどもファンド事業提案数(件)

（現状値）　-件　→　（目標値）　13件
〇

◎

無

平成31年4月25日にかわまちてらす閖上がオープンし
ている。他の1件については基盤整備として下記事業
を実施予定。
〇河川敷の芝生化
・・・令和４年度　親水エリア着工、竣工（令和３年度未
着工）
〇多目的広場の護岸整備
・・・令和４年度以降に着工・令和６年度以降竣工予定

56
6-1-5
なとりの魅力の発信

○関係団体と連携しながら、子どもたちが自然
の中で自由に遊べる冒険遊び場づくり事業を支
援するなど、地域への愛着を育むことで将来を
担う人材の育成を図ります。

①
冒険遊び場事業の実施件数（件）

（現状値）　1件　→　（目標値）　1件
無

令和３年度は２団体が６日間、３箇所で実施。令和４
年度も引き続き２団体で実施する見込み。

55
5-8-2
親水空間の整備

○親水空間としての機能向上を目指し、国と連
携したかわまちづくりを推進します。

①・②

閖上地区で進めている「かわまちづくり事業」の
実施件数（件）【累計】

（現状値）　-件　→　（目標値）　2件

〇

◎

58

市民の足の確保のために運行を継続している路線
バスの運行事業者に対し、現行の路線維持を目的
に、市内を運行する平日の便数に応じて支援金を
支給した。
交通体系の利便性向上と運行の効率化を図るた
め、新たな交通体系の見直しの方向性を決定し
た。令和４年度以降、運行ルート・ダイヤ等の詳細
部分について検討を行う。

防災安全課

54

5-6-2
周辺施設等の整備促
進

○仙台空港周辺の防災集団移転元地の活用に
向け、土地利用の可能性と利用促進を検討しま
す。

①
防災集団移転元地土地利用検討プランの策定

（現状値）　-　→　（目標値）　策定
有

北釜地区については、土地利用の検討により、都市
計画マスタープランに「臨空拠点」としての位置づけを
実施。その後、2回の公募を経て3社と進出について
協議を行った結果、先行エリアに進出希望の仙建工
業株式会社との土地売買契約が成立、引き渡しを完
了した。他地区については、今後継続して検討する。

北釜地区の後発エリアに進出希望の2社との協議
については、新型コロナウイルスの影響により、交
渉期限を延長して引き続き協議することとなった。

北釜整備推進室

53

5-5-4
利便性の高い公共交
通の構築

○乗合バス「なとりん号」について、乗車実績や
市民ニーズを調査・分析しながら、利便性の高
いバス体系等の構築に努めるとともに、利用促
進に向けた啓発に努めます。

①

市が主体となって実施する公共交通（なとりん
号）の利用者数(人）

（現状値）401,649人 → （目標値）497,000人

〇

無

令和3年度は、飯塚成田線などの継続事業に加え、閖
上地区の区画整理事業の完了に伴い改良率が大幅
に上昇した。引続き現在継続中の道路事業の整備促
進を図るとともに、令和4年度は新規路線1路線に着
手する。

土木課

52

5-5-1
安全・安心な道路整備
の推進

○安全・安心な歩行空間の確保ができるよう、歩
道の拡幅とバリアフリー化の推進に努めます。

①
歩道のバリアフリー整備延長（ｍ）　【累計】

（現状値） 3,800m → （目標値） 4,740m
無

令和3年度は、歩道整備をL=49m実施した。今後につ
いても、国庫補助の財源確保につとめ、歩道整備を進
める。

土木課

51

5-5-1
安全・安心な道路整備
の推進

○狭隘道路や未舗装道路など、市民生活に密
着した生活道路の改良を計画的に推進します。

①
市道改良率（％）

（現状値）　81.0％　→　（目標値）　85.2％

無

令和2年度に直登ルートの工事設計を実施。令和3年
度に直登ルートの工事着手、工期延長により令和4年
度に繰越し。
増田川沿いのルート整備については、協働提案採択
事業にてハイキングマップを作成した。
樽水ダムから五社山へのルートを検討中。

クリーン対策課

50

5-3-1
緑化の推進と環境美
化の促進

○市道等における街路樹の整備や法面の緑化
など、市街地における花と緑の環境づくりを推進
します。

①
公園・緑地の整備に関する市民の満足度（％）

（現状値）　34.2％　→　（目標値）　35.0％
無

公園施設及び緑地利用者の安心・安全な環境を保持
するため、地区毎に必要がある日常的な保全管理を
行っており、市民の満足度が向上するよう継続して取
り組む。

都市計画課

49

5-1-2
自然とふれあえる場と
機会の提供

○魅力ある自然散策路や海岸散策路の整備に
向け、五社山までの直登ルート、樽水ダムから
五社山へのルート、増田川沿いのルート整備を
検討します。

①・②
整備状況

（現状値） 未整備 → （目標値） 整備着手

(下段は進捗率)

第六次長期総合計画の中間

で予定する市民意識調査で

確認することとしている。

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率) (進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率)

(進捗率) (進捗率)
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